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回は、日々のなかで数と数字

に関して思うこと、そうだっだ

のかと気がついたことを書きます。

　唐突ですが、数が多いのと少ない

のと、どちらがよいでしょうか？ 

もちろん状況によりますが、そもそ

も、よいかよくないか判断できるも

のなのか？ 数が多くても少なくて

も人はうまく対応できないのではな

いか、と感じた経験をしました。

　ある企業のご担当者と話していた

ときに、「にしむくさむらいをご存

知ですよね？」と切り出されました。
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　久しぶりに聞いた言葉、「西向く

士」です。２、４、６、９、11 月

は小（しょう）の月だということを

語呂合わせしたものです。小の月は

ひと月の日数が 31 日に満たない月

のことをいい、対になる大（だい）

の月という言い方もあります。

　その昔、一枚でひと月分や一年分

を一覧できるカレンダーはいまほど

一般的ではなかった、日めくりが主

流でした。そういう状況では末日が

31日なのかそうでないのかを、手っ

取り早く知る手段は重宝だったのだ

ろうと思います。

　また、げんこつを作って、指の付

け根の凸凹を、人指し指から１月

ぐらいは知っていてもらいたい、よ

く使うから。いちいち何かを見てい

るようでは、それこそウチでは信用

問題になる」とのことでした。

　信用といえば、仕事の時間に遅れ

ては話になりません。

　読者の皆さんのなかには、高層ビ

ルで働く方も多いと思います。業務

用エレベーターとうまく付き合って

いますか？ お客様用のエレベーター

は低・中・高層と分かれていて利用

しやすいつくりですが、裏側にある

業務用エレベーターは上から下まで

乗り換えずに移動できる反面、ボタ

ンを押してもなかなか来ません。そ

のため、限られた勤務時間内で効率

よく動きたいときにはイライラさせ

られることも多いと聞きます。

　先日、あるお客様のところで業務

用エレベーターに乗ったとき、行き

先ボタンの数に目を奪われました。

同時に、数の多さにあてられてしま

い、しばし気が遠くなりました。

　仕事の用事でこのエレベーターに

毎日乗り、これだけのボタンを毎回

目にするからには、数の多さに負け

ない気持ちも必要です。ボタンの数

だけフロアがあります。

　仕事に慣れていくことには、こう

した環境に慣れることも含まれま

す。あせるとよいことはありません。

慣れていても、時間的にも気持ち的

にも余裕を持って移動できるといい

ですね。

　数は少ないとよい、というわけで

はありません。

　競走馬のセリを手伝ったときのこ

とです。屋外でのセリの合間に飲み

ものを用意しました。その日はとて

も暑い日で、ホットもありました

が、アイスコーヒーが飛ぶように出

ます。

　相手は馬を買いに来ているお客様

ですから、ご希望を聞いてそれから

注いで……をしていましたが、それ

では賄（まかな）いきれず、途中か

らあらかじめ多めに注いでおくよう

に変更しました。

　コップに入れて並べるそばから、

飛ぶように捌（は）けていきます。

皆さん、10 杯並んでいるときは手

近なものを迷うことなく取ります。

なんのためらいもありません。５杯

くらいまでは、われ先にと、ちょっ

と奪い合い気味です。

　減っていって３杯になると、選ぶ

ことが始まります。氷の溶け具合で

どれがより新しいのかを瞬間で見定

めて、好きなものを選んで手を伸ば

します。２杯になると、さらにしっ

かり見比べてから選ぶので、少し時

間がかかります。そして１杯になる

と、今度は誰も手を出しません。遠

慮しているのか、他の人に気を遣っ

ているのか、面白いようにラスト１

杯は残り続けました。

　そこで、残りが１杯になったとき

の声がけを工夫しました。「まだあ

ります、どうぞ」と言うと、安心す

るのか手にします。「すぐに用意い

たします」「今回のラストです」で

も手が出ました。もちろん、にっこ

りしながら言います。

　すすめないと、「これ、飲んでい

いの？」と聞く人もいました。逆に

「これだけ」とか「残り」とか、ネ

ガティブ感が含まれる言い方ですす

めても、ラスト１杯は敬遠されてし

まいました。

　分かれ目は「３」のような気がし

ます。このアイスコーヒーの一件で

体験的にそう思いました。

　「３」は何かが、どこかが引っか

かる数字のようです。例えば今回の

ように３つの中から選ぶことで、ほ

どよい達成感を得ているのではない

か、そんな感じもしました。３つあ

ると選びやすい、確かに安心して比

べられる気がします。「４」では、

感じ方や対応に違いを覚えます。

　私が行っている研修では、場所の

案内はポイントを３つまでにすると

わかりやすいと伝えています。ポイ

ントは３つまではそらで覚えられる

けれど、４つになると途端に難易度

が増します。

　何か指示をするときでも一度に３

つが限度ではないかと思います。記

憶に残る数で収めるのがミソです。

　そう言えば、「早い・安い・うまい」

とか、「清く・正しく・美しく」「安全・

安心・快適」など、確かにしっくり。

でも、しっくりくるだけでなく、実

はどこかが引っかかっているので忘

れないのかもしれません。

（凸）・２月（凹）……となぞる方法

もあります。小指は７月・８月と２

回分です。

　なぜそんなことを尋ねるのだろう

と不思議に思っていると、書類の日

付に「９月 31日」と平気で書いて

くる人がいて、困っているというの

です。

　確かに、暦にない日では困りま

す。その日がお金に関わるとなると

いっそう困ります。支払いは 1 日

でも違ったら信用に関わります。こ

ういったことはシビアですから、語

呂合わせやげんこつのような身近な

もので忘れないようにしてきた、と

いうのは現在にも通じる姿勢です。

　そのご担当者いわく、「『にしむく

さむらい』と『ひとよひとよにひと

みごろ（　 ＝1.41421356……）』
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